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　３月５日の本会議において、所属議員が多い会派から
順番に、各会派の発言者が市長の施政方針に対する代表
質問を行いました。
　ここでは、主な質問と答弁の要旨を掲載しています。

災
害
関
連
死
ゼ
ロ
に
向
け
た

今
後
の
対
策
は

　

議
員　

在
宅
避
難
者
へ
の
対

策
は
実
態
把
握
や
支
援
物
資
の

供
給
、
車
中
泊
避
難
対
応
な
ど

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

災
害
関
連
死
ゼ
ロ
の
高
槻
に
向

け
て
、
市
長
の
見
解
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

災
害
対
策
基
本
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に

は
、
被
災
者
に
対
す
る
福
祉
的

支
援
等
の
充
実
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
ほ
か
、
大
阪
府
で
は
避

難
所
外
避
難
者
を
含
ん
だ
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
指
針

の
改
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
も
、
分
散
避
難

な
ど
の
避
難
所
外
避
難
者
へ
の

対
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

必
要
と
な
る
備
蓄
物
資
の
保
管

場
所
や
財
源
確
保
の
課
題
に
つ

い
て
は
国
や
府
に
さ
ら
な
る
支

援
の
拡
充
を
要
望
す
る
な
ど
、

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
基
本

目
標
の
一
つ
で
あ
る
、
人
命
の

保
護
が
最
大
限
図
ら
れ
る
こ
と

の
達
成
に
向
け
、
対
策
の
さ
ら

な
る
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

議
員　

市
営
バ
ス
事
業
に
つ

い
て
、
不
採
算
路
線
や
生
活
路

線
等
に
対
す
る
考
え
方
と
、
災

害
時
等
に
お
け
る
弾
力
的
な
運

行
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
運
転
士
の
育
成

や
確
保
が
重
要
と
考
え
ま
す
が
、

現
状
と
、
新
た
な
手
法
を
検
討

さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

独
立
採
算
を
原
則
と

す
る
公
営
企
業
と
し
て
、
安
定

し
た
経
営
を
図
る
観
点
か
ら
、

市
営
バ
ス
事
業

運
転
士
の
育
成
や
確
保
は

　なお、令和７年度の施政方針の内容と、施政方針に対する
代表質問項目は、下記をご覧ください。

▲施政方針 ▲代表質問項目

利
用
状
況
に
応
じ
た
ダ
イ
ヤ
編

成
や
山
間
地
域
に
お
け
る
適
切

な
交
通
手
段
の
導
入
等
を
進
め

る
と
と
も
に
、
公
共
の
福
祉
を

増
進
さ
せ
る
観
点
か
ら
他
の
様

々
な
行
政
施
策
と
連
携
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
避

難
所
ま
で
の
移
動
手
段
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
運
転
士
不
足
の
状

況
に
あ
っ
て
、
そ
の
育
成
及
び

確
保
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度

は
従
来
ど
お
り
の
バ
ス
運
転
士

の
採
用
の
ほ
か
、
大
型
二
種
免

許
未
取
得
者
を
対
象
と
し
た
採

用
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲�適切な交通手段の導入等を進める山間地域

代表
質問

大阪維新の会高槻市議会議員団

希望あふれる高槻を
次世代へ引き継ぐため
未来を見据えたまちづくりを！
江沢　よし　　きもとゆう　　木山ユウ子　　鈴木りゅういち

※竹中　　健　　田村のり子　　山﨑麻里子　　吉田　稔弘
※は発言者


